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特定非営利活動法人美術保存修復センター横浜「壊れてしまった絵の展示会」（会場：yamanoue やまのうえ）

地
域
文
化
は
続
く
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a .

b.

商店街にあるギャラリーで絵と対話する

修復前の壊れた絵に宿る美しさ

　中区・山元町 商店街に、どこか懐かしげな雰

囲気が漂う3階建てのカフェ・ギャラリー「やま

のうえ」がある。写 真 館 だった 建 物をリノベー

ションしたという「やまのうえ」の店内に、この日、

「壊れた絵」の数々が飾られた。特定非営利活

動法人美術保存修復センター横浜による「壊れ

てしまった絵の展示会」だ。

　2011年に設立された美術保存修復センター

横浜は、美術品の保存修復活動を行う団体だ。

中区・横浜開港記念会館2階の広間に飾られて

いる和田英作（1874 〜1959年）の壁画《開港前

の横浜 村》や、横浜市立浦島小学校に飾られて

いる山下清（1922 〜1971年）のペン画を修復す

るなど、市内で多くの美術品を保存修復している。

　「壊れてしまった絵の展示会」では、美術保存

修復センター横浜が開催している教室で修復予

定の絵画と、「やまのうえ」のオーナーで古道具を

扱う内藤正雄さんが集めた絵画が一緒に展示さ

れている。展示された絵のなかには、描かれてか

ら数十年が経ったと思われるものもあり、一部分

が剥がれたり、色味が変わったりしているものも

あるが、修復前の壊れた絵にも美しさが宿る。

修復前〜修復後のプロセスをひらく展示

　「展示では、作者も年代も分からない絵画も

あるんですよ。これからいろいろな資料を探し

て、この絵 がどういうものなのかを調べるんで

美術保存修復センター横浜による
「壊れてしまった絵の展示会」

地域文化は続く
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c .

d .

いた修復教室もすぐに以前のようには戻らない

と思いますが、今後もできる範囲で活動を続け

ていきたいです。まちの人たちと一緒に、絵を地

域に引き継いでいくことが大切だと思うんです」。

続けて内藤朝子さんは、今回の展示について次

のように話す。「修復する前の絵にも美しさがあ

ります。正しい絵というものはないので、まずは

楽しんで絵に触れてもらいたい」。

　「壊れてしまった絵の展示会」は、傷んだ部分

に歴史があることを鑑賞者に語りかける。そして、

その絵が描かれてから経た時間の厚みに触れら

れるような機会となった。

す」と話すのは、美 術 保 存修 復センター横 浜の

メンバー、内藤朝子さん。修復の際には、絵や額

をくまなく調べ、作者や時 代、絵 画に使われて

いる顔料を調査するのだという。

　今後の展覧会では、展示する「壊れてしまった

絵」の修復プロセスも公開し、最終的に修復し終

えたものを披 露する場を設ける。「朽ちていく」

「再生」「修復」というキーワードを柱に、「修復

前の絵画」「修復中の絵画」「修復後の絵画」とい

う3 つのフローを意識した企画構成だ。

まちの人たちと絵を引き継いでいく

　今回の展示は新型コロナウイルスの感染拡大

を防止するため、当初の予定よりも規模を縮小し

て開催した。

　「美術保存修復センター横浜の修復工房も4

月、5月はお休みしていました。私たちが開催して

団体名：特定非営利活動法人美術保存修復センター横浜

URL：https://www.npo-acrc.org/

実施場所：yamanoue やまのうえ（横浜市中区山元町1-7）

特定非営利活動法人美術保存修復センター横浜

「街のはなし」実行委員会

横浜キネマ倶楽部

a.「壊れてしまった絵の展示会」より

b,c.カフェ・ギャラリー「やまのうえ」

d.「壊れてしまった絵の展示会」より

2020年初頭から始まったコロナ禍により、横浜の文化芸術活動も

大きな影響を受けています。このような状況においても、自分たちの

できることから活動を始めているみなさんの様子をお伝えします！
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a .

b.

c .

青葉区に住む人々の日常を
記録する冊子「街のはなし」

語りと聞きとりによる町史づくり

住民の記憶、エピソードを編む

　「まちのなかで一番好きな場所を教えて下さ

い」。そう尋ねるのは、冊子「街のはなし」を制作

する現代美術家の谷山恭子さんだ。この日、イン

タビューされたのは、たまプラーザの郵政宿舎

で育ったカメラマンで 登山家の住人。一番好き

な場所は、「横浜市立美しが丘小学校付近の道」

だという。

　「天気がいいと、富士山がきれいに見える場所

なんです。いつも通るたびに『今日は見えるかな』

と思っています」。

　谷山さんは話を聞きながら画面共 有で 地図

を表示し、「その風景を見るときは、どのあたりに

立っているのですか」などと質問しながら、細か

な緯度・経 度を探った。冊子「街のはなし」をつ

くっていくためのやりとりだ。

話し言葉から立ち上がる風景

　「街のはなし」の誌面では、インタビューをされ

た人の名前は伏せられる代わりに、語られた場

所にまつわるエピソード、写真、緯度・経度が紹

介される。テキストは話し言葉で書かれ、まるで

紙面のなかで 住民が語っているかのようだ。そ

こには「『ここに誰かの想いがある』という場所

や話を集めたい」という、谷山さんのコンセプト

が込められている。過去の冊子はウェブサイトか

ら購入することができる。今年度は、新型コロナ

ウイルスの感染拡大を防止するため、オンライン

でインタビューを実施した。

　「街のはなし」で拾われるのは、青葉区の美し

が丘に住む園児からお年寄りまでさまざまな年

代の人たちの声だ。そこで語られる記憶や想い

が、まちの歴史になる。
団体名：「街のはなし」実行委員会 

URL：https://machinohanashi.com

a.オンラインでインタビューする現代美術家の谷山恭子さん

b.オンラインでのインタビューの様子

c.冊子「街のはなし」
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a .

b.

横浜キネマ倶楽部による
聖地巡礼上映会

蝉しぐれに囲まれた映画上映会

　近 未来の学園ファンタジーとして知られる映

画《1999年の夏休 み》（88）の上 映 が 終わった

あと、金子修介監督は32年前の創作の苦労を語

り出した。少年役の4人の女の子たちがボーイッ

シュに見えるよう散髪したら、ボサボサ頭になっ

てしまい彼女たちがしょんぼりしてしまったこと。

芸名が決まらないまま15歳で出演した女の子が、

のちに深津絵里という女優になったこと。撮 影

時の記憶はいまも鮮明だ。

　17日間の撮影期間で巡ったロケ地は、セント・

ジョセフ・インターナショナル・カレッジ（中区）、

東 京ＹＭＣＡホテル、そして今 回の上映会 場と

なった大倉山記念館（港北区）。トークイベント

が終わり会場入口の扉が開くと、壮大な蝉しぐ

れが聞こえてきた。

映像の中の時間的変化を、ロケ地で味わう

　横 浜キネマ倶 楽部は、2005年から上映 活動

を続けるグループだ。2019年度から、中区寿町

や 鶴見区小野町など映 画のロケ地となった作

本特集で取材したヨコハマアートサイトの参加事業をはじめとする地域の文化事業は、感染症予防対策を徹 底しながら小規模な
活動として取り組んだり、オンラインによる展開を探ったりしながら、活動の継続方法を模索しています。
新しい文化芸術の種がここから生まれてくることを信じて、ヨコハマアートサイトは今後も地域文化のサポートを続けます。

団体名：横浜キネマ倶楽部

URL：https://ykc.jimdofree.com/

実施場所：大倉山記念会館（横浜市港北区大倉山2-10-1）

品を現地で見る「聖地巡礼上映会」を年に数回

企画している。メンバーの岡田明紀さんは「今回

は、長いこと企画を温めていた念願の上映会で

した」とすっきりした表情だ。

　 上 映 会とは 別の日程で、ロケ 地を 散 策 する

ワークショップも行うが、回によっては作品の監

督も同行する。参加者が「物語の舞台」と「実際

の場所」を重ね合わせることで、物語の中の普遍

的な時間を現実の時の流れの中で楽しみ、映像

作品の力をあらためて感じることができる。

　マスクを着けながら会場整理に当たる岡田さ

んは、作業の合間に「横浜を舞台にした名作は

まだまだあるんですよ」と教えてくれた。

ロケ地で映画を鑑賞しよう!!

a.金子修介監督をゲストに迎えた上映会の様子

b.上映会の会場となった大倉山記念館の内観

ST Kikan_0928.indd   5ST Kikan_0928.indd   5 2020/09/28   15:412020/09/28   15:41



　

一
般
社
団
法
人
横
浜
も
の
・
ま
ち
・

ひ
と
づ
く
り
は
、都
筑
区
・
東
山
田
の

準
工
業
地
帯
に
あ
る
団
体
で
す
。「
地

産
地
育
」を
テ
ー
マ
に
「
廃
材
カ
タ
ロ

グ

－

廃
材
は
宝
の
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

－

」を
展
開
。工
場
か
ら
出
る
廃
材
を

カ
タ
ロ
グ
に
ま
と
め
、子
ど
も
た
ち
に

分
配
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。代

表
理
事
の
男
澤
誠
さ
ん
は
「
地
元
で
生

ま
れ
た
も
の
を
、地
元
の
人
に
子
育
て

で
活
用
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
思
い
、

始
め
た
活
動
で
、子
ど
も
た
ち
の
学
び

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
こ

だ
わ
り
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
+

コ
ン
パ
ス
は
金
沢
区
の
工
場
の
中
に
作

品
を
展
示
す
る
「
会
社
ま
る
ご
と
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
元
は

同
区
・
福
浦
に
あ
る
印
刷
会
社
「
山
陽

印
刷
」が
社
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
始
め
た
活
動
で
す
。プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
美
術
家
の
田
中
清
隆
さ
ん
は
、

「
山
陽
印
刷
の
ほ
か
、区
内
の
工
場
か

ら
出
る
廃
材
を
使
っ
て
、
参
加
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
み
な
さ
ん
に
作
品
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

イ
ン
ク
缶
の
ふ
た
や
、印
刷
会
社
で
出

た
カ
ラ
ー
バ
ー
と
い
っ
た
廃
材
が
使
用

さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
た
ほ
か
、工
場

と
の
交
渉
に
つ
い
て
も
自
身
の
体
験
を

明
か
し
ま
し
た
。

　

中
区
・
黄
金
町
で
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
廃
材
を
用
い
た
作
品
を

作
っ
て
い
る
「
黄
金
町
B
A
S
E
」の

杉
山
孝
貴
さ
ん
は
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

廃
材
と
子
ど
も
の
製
作
欲
み
た
い
な
も

の
を
合
わ
せ
て
、新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
よ
う
な
作
品
が
で
き
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
も
の
づ
く
り
の
た

め
の
場
所
と
い
う
だ
け
で
な
く
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
い
う
大
人
や
、友
達
と
話

せ
る
居
場
所
で
も
あ
る
と
語
り
ま
し

た
。

　

工
場
か
ら
出
た
廃
材
を
材
料
に
、新

た
な
も
の
を
創
り
上
げ
る
「
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
」。通
常
、廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う

素
材
に
も
、価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
再
発
見
す
る
回
と
な
り
ま
し
た
。

テーマ

ゲスト

聞き手・進行

日時 場所2020年1月9日(木)　19:00-21:00 高架下スタジオSite-D（中区黄金町1-2 番地先）

地域の素材でうまれる・つながる

ヨコハマアートサイトラウンジVol.24

男澤誠 （一般社団法人横浜もの・まち・ひとづくり代表理事）
田中清隆 （アーティストネットワーク＋コンパス プロデューサー／美術家）
杉山孝貴 （黄金町BASE／アーティスト）

池田友実
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コロナ禍からみえてきたダンスの可能性

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、ア
ー
ト
、ダ
ン
ス
イ
ベ
ン

ト
が
次
々
と
キ
ャ
ン
セ
ル
に
追
い
込
ま
れ
る
な
か
、私
も
2
月
の
半
ば
以

降
に
予
定
し
て
い
た
公
演
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
延
期
か
中
止
と
な
り
、

ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、舞
台
以
外
の
ダ
ン
ス
活
動
の
大
半
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
へ
と
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
は
「
場
を
共
有
す
る
こ
と
」に
表
現
の
持
ち
味
が
あ
る
の
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
手
段
が
は
た
し
て
可
能
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
し
て
間
も
な
く
、私
の
ダ
ン
ス
の
ク
ラ
ス
で
あ

る
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
人
は
ク
ラ
ス
の
間
、一
度
も
画

面
を
オ
ン
に
す
る
こ
と
な
く
私
の
ワ
ー
ク
を
受
け
続
け
た
の
で
す
。で
す

か
ら
、私
の
ほ
う
か
ら
は
そ
の
人
の
顔
や
動
き
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、ク
ラ
ス
が
終
わ
る
と
「
他
人
の
目
を
気
に
せ
ず
、ま
た
触
れ
ら
れ
る

心
配
も
な
か
っ
た
の
で
安
心
し
て
楽
し
く
ダ
ン
ス
に
取
り
組
め
た
」と
の

感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。見
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
ダ
ン
ス

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
出
会
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、対
面
で
の
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
て
い
る
の

が
、立
川
市
に
あ
る
、ま
ん
ま
る
助
産
院
で
行
っ
て
い
る
妊
婦
さ
ん
を
対

象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。感
染
症
に
は
特
に
注
意
を
払
わ
な
い

と
い
け
な
い
妊
婦
さ
ん
で
す
が
、助
産
院
の
院
長
、椎
野
ま
り
こ
さ
ん
は

き
ち
ん
と
注
意
す
れ
ば
大
丈
夫
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
決
断
。コ

ロ
ナ
を
必
要
以
上
に
怖
が
っ
て
、他
人
と
の
接
触
を
避
け
引
き
こ
も
る
の

で
は
な
く
、人
と
場
を
共
有
し
一
緒
に
な
っ
て
踊
る
こ
と
で
、ス
ト
レ
ス

を
解
放
し
ま
し
ょ
う
。な
に
よ
り
、免
疫
力
を
上
げ
る
た
め
に
も
必
要
な

ん
で
す
！ 

と
対
面
で
の
開
催
を
強
く
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
出
会
え
た
「
見
え
な
い
ダ
ン
ス
」、そ
し
て

助
産
院
と
い
う
現
場
か
ら
改
め
て
実
感
さ
せ
て
も
ら
っ
た
「
ダ
ン
ス
が
持

つ
力
」な
ど
、私
に
と
っ
て
今
回
の
コ
ロ
ナ
は
、リ
ア
ル
な
場
に
お
け
る
ダ

ン
ス
の
意
味
を
問
い
直
す
機
会
と
な
り
、ま
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
に
も

そ
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

寄稿： 砂
じ ゃ れ お

連尾 理
おさむ

左：ワークショップの様子　右：助産院の看板

ヨコハマアートサイト2020選考委員会のメンバーで、ダンサー・振付家の砂連 尾理さんが

コロナ禍における各地の地域文化の様子と展望について、

ご自身が関わるアートプロジェクトの体験をもとにお話をしてくれました！

砂連尾 理

学生時代よりダンスを始める。1991年、寺田みさことダンスユニットを結成。1993〜1994年、ニューヨークにダ
ンス留学。ホセ・リモンテクニークをAlan Danielson に師事。2002年、「TOYOTA CHOREOGRAPHY AWARD 
2002」にて、「次代を担う振付家賞（グランプリ）」「オーディエンス賞」をW 受賞。2004年、京都市芸術文化特別奨
励者。2006年、合気道の稽古を始める。2008年、文化庁・新進芸術家海外留学制度の研修員として、1年間ベルリン
に滞在。近年はソロ活動を展開し、舞台作品だけでなく障がいを持つ人や老人との作品制作やワークショップを手
がけるほか、ジャンルの越境、文脈を横断する活動を行っている。立教大学 現代心理学部・映像身体学科 特任教授。

じゃれお おさむ　https://www.jareo-osamu.com/
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@Y_Artsite ヨコハマアートサイト ヨコハマアートサイトに関することを中心に、横浜市内のさまざまな地域文化活動について発信します。

季刊ヨコハマアートサイト vol.024
発行 : ヨコハマアートサイト事務局　編集 : 認定NPO法人 STスポット横浜　編集協力 : 本のモ・クシュラ　取材・テキスト : 小川智紀、加納美海、田中真実　

デザイン : 小池佑子　撮影：金子愛帆　印刷・製本 : 共進印刷株式会社　発行日 : 2020年9月30日

季刊誌についてのご意見・ご感想もお待ちしております。

7月20日月曜日
現代アートの国際展「ヨコハマトリエンナーレ 2020 AFTERGLOW―光の破片
をつかまえる」を観に、横浜美術館へ。入口を入ってすぐに広がるのは、ニック・
ケイヴの《回転する森》。回転するオーナメントの光に目を奪われる。今年度は
横浜美術館のほか、西区・プロット 48にも作品が展示された。

7月21日火曜日
若葉町にある劇場・スタジオ・宿が一体となったアートセンター「若葉町ウォーフ」
で開催された「まちなかギャラリー 2020 COVID19- 記念劇場『壁画』」を見る。
13人のアーティストが描いた壁画が、劇場の壁一面に並ぶ様子は圧巻だ。この
ほか、最終日にはダンスとチェロのパフォーマンスも実施した。

7月29日水曜日
みなみ市民活動・多文化共生ラウンジにて、「横浜インターナショナルユースフォト
プロジェクト」のミニ展示。外国につながる中高生の写真が並ぶ。食卓の写真から
は生活が垣間見られた。Picture This Japan によるこのプロジェクトは今年度も
実施予定。参加者募集のチラシも英語・中国語・日本語と３ヶ国語で配られていた。

8月14日金曜日
蒼
そうこうびじゅつかい

昊美術會によるワークショップ「水彩で描く―ハガキでつながる横浜の海と空」
に参加するため、にしとも広場へ。筆で描く以外にもラップや塩を使って、さまざ
まな質感を生み出していく。紙によっても表情が変わる。あっという間の 90分で、
それぞれの個性があふれる夏らしいハガキができあがった。

横浜市地域文化サポート事業。地域課題の解決にアプローチする文化芸術活動をサポートするため、文化芸術の持つ創造性をコミュニティやまちの
活性化と結びつける文化芸術活動や、横浜の個性ある文化芸術を市内外へ発信する活動を広く公募し、支援する事業です。

ヨコハマアートサイト事務局 （認定NPO 法人 ST スポット横浜、横浜市文化観光局、横浜市芸術文化振興財団）
〒220-0004 横浜市西区北幸1-11-15 横浜ST ビル 208 （認定NPO 法人ST スポット横浜 地域連携事業部 内）
TEL:045-325-0410　FAX:045-325-0414　MAIL:office@y-artsite.org　http://y-artsite.org
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